
　

　私は生まれつき耳が聞こえず、仕
事終わりや休日に、手話講習会の講
師をしたり、研修に参加したりして
います。
　小さい頃は社会性を身に付けるた
め一般の小学校に通っていました
が、その後、ろう学校に入り、手話
でコミュニケーションがとれた時は
本当に感動しましたし、会話のでき
る喜びを味わうことができました。
　今でもお店や公共施設などで伝え
たいことが伝えられないときは筆談
をしたり、相手の口の動きを読み
取ったりもします。しかし、手話と
いう言語を使ってコミュニケーショ

ンが取れる社会が私たちにとっては
理想です。
　「ありがとう」。この手話をしてくれ
るだけでも、ろう者にとっては気持ち
がすごく軽くなると思います。
　ゆくゆくは、洋服屋の店員や居酒
屋の店主と手話で会話ができるとう
れしいですね。そうなれば、まちに
出る楽しみが広がって、ろう者が今
以上に住みやすくなると思います。
　お店などで耳の聞こえない人を見
て、避けるようにされるのはとても
悲しいことですので、この条例制定
をきっかけに、市民の手話への理解
が深まることを願っています。

会話のできる喜び、
そして手話を通して開かれた世界へ

ろう者を深く知ってほしい
　耳が聞こえづらくなってきたと自
覚したのは８歳ごろで、今は補聴器
をつけても言葉を聞き取ることが難
しいレベルです。
　手話を覚えるのは苦戦しました
が、手話には方言もあって、他の地
域の人と教え合うこともできて面白
いんですよ。
　現在は市の職員として働きなが
ら、弘前市聴覚障害者協会の理事と
して手話の講師をしたり、研修に参
加したりしています。
　「手話言語条例」が制定されたこ
とで、これから手話を使える人や場
所がもっと増えてほしいです。手話
で案内ができる観光ガイドや市役所

の職員、イベントでの手話通訳など、
生活のいろいろな場面で手話ができ
る人がいてくれると、ろう者も安心
して暮らせると思います。私も今年
の「弘前さくらまつり」で手話を使っ
て観光ガイドを行い、ろう者の観光
客に弘前の魅力を伝えることができ
てとてもうれしかったです。
　手話通訳者が増えるのも大事です
が、まずはろう者とはどのような人
なのかを皆さんに知ってもらい、そ
こから「手話を学んでみよう」「覚
えた手話を使って話してみよう」と
いった意識がどんどん広がっていけ
ば、ろう者にとっても優しいまちに
なっていくと思います。

おはよう こんにちは

特集　手から伝わるあなたの想い

　これまでも市役所窓口に手話通訳
員を２人配置するほか、手話奉仕員
養成講座の実施や聴覚障がい者が官
公庁等を訪問する際の手話通訳員の
派遣など、手話の普及やろう者の意
思疎通を図る機会を拡大するための
事業を実施してきました。また、今
年からは、条例の制定に伴い、定例
記者会見や弘前さくらまつりの開会
式などでも手話通訳を実施していま
す。
　今後は、「弘前さくらまつり」や「弘

前ねぷたまつり」に観光に訪れたろ
う者を市内のろう者が手話で案内す
る観光ガイドの仕組みづくりや、手
話に興味のある市民とろう者の交流
の場づくりを予定しており、条例に
基づく手話の普及や手話による情報
取得の機会拡大等を推進していきま
す。
　そして、将来的には聴覚障がいの
ある人もそうでない人も共に安心し
て暮らすことのできるまちの実現を
目指します。

安心して暮らすことのできるまちへ
積極的な手話の活用を

　音で表現できない分、表情や
動きで表現しないといけないと
ころが手話の面白い部分でもあ
り、難しい部分でもあると思い
ます。条例が制定されたことで、
さまざまなところで手話を見る
機会が増えて、たくさんの人に
手話を知ってもらえると思いま
す。私も今後はボランティア活
動などで手話を使っていきたい
です。

手話奉仕員養成講座受講者
伊
い と う
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津貴 さん

一方の手を垂直に立て、も
う一方の手の甲を軽くたた
いて上にあげます。

握りこぶしをこめかみ部分からあごの方に降
ろした後、人差し指を向かい合わせに立てて
指先を曲げます。

人差し指と中指を重ねて額の中央部に当てた
後、人差し指を向かい合わせに立てて指先を
曲げます。

お疲れ様

握りこぶしで、他方の手首
から肘の間を２度叩きま
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基本的な
手話を使って
みよう！

6

さくらまつり開会式での手話通訳（上）、
手話による観光ガイドの試行（下）

手話奉仕員養成講座の様子
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輔 さん

弘前市聴覚障害者協会

しゅわさろん
　手話に興味のある人など、どなたで
もご参加ください。
▽とき　７月 28日の午後４時～６時、８月
25日、９月 22日、10月 27日の午後３時
～５時
▽ところ　ヒロロ（駅前町３階）多世代交流室
▽参加料　無料　
※事前の申し込みは不要。
■問い合わせ先　福祉政策課（☎ 40・
7036、ファクス 32・1166）

手話で

話そう！

遊ぼう！

ありがとう

理事 外
とのさき
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妙子 さん

弘前市聴覚障害者協会 


